
需要予測・自動発注システムで業務改善へ
非エンジニアでも開発できる Amazon Forecast と
手厚いサポートで人手による発注作業を 50% 削減

島村楽器株式会社

需要予測や自動発注など
ロジスティクス強化を推進

島村楽器は、1962 年に開設した音楽教室
を源流とし、生徒を対象に楽器販売をス
タートした 1969 年に設立されました。
「音楽を楽しむ人を一人でも多く創る」こと
を追求し、現在は全国 39 都道府県に店舗
と音楽教室を展開、日本最大の楽器小売店
および日本有数の音楽教室として知られて
います。このほかにも楽器修理やイベント・
コンサートの企画・実施、スタジオ運営な
ど、楽器を演奏するプレイヤーをトータル
サポートする事業展開が特徴です。
同社では 2002 年ごろから規模の拡大よ
りも質の最大化を目指す“充実戦略”を推
進。全店に POS を導入するなどシステム
化に取り組んで、顧客主導型の品揃えと在
庫管理の効率化を図ってきました。昨今で
はロジスティクスを強化するため、定番の
商品や扱いが少ない商品の発注自動化を目
指し、需要予測ツールの検討・検証を行って
いました。
島村楽器がじっくりと需要予測ツールの導
入に取り組み、2020 年に運用を開始した
ころ、新型コロナウイルス感染症の蔓延に
よってビジネス環境は大きく変化しまし
た。大型商業施設などを中心に開店してい
た店舗・教室が休業し、また消費者の楽器に
対するニーズも変わりました。
「一部の定番商品の売れ行きが変わったり、
需要の少なかった商品の売り上げが伸びた
りしました。そうした中で、オンラインスト

アの利用が大幅に増加しています。音楽教
室は大きな影響を受けましたが、オンライ
ンレッスンが俄然注目されるようになりま
した。このようにビジネス環境が大きく変
化する中でスピーディーかつ的確にニーズ
に応えるためには、勘や経験に頼るばかり
でなく、データを基にした需要予測が必要
だとあらためて実感しました」と、島村楽器 
執行役員 ロジスティクス部長の中根成介
氏は述べています。
上述の需要予測ツールはオンプレミスシス
テムで、保有していたライセンスが古く、使
い続けるにはバージョンアップが必要だと
わかっていました。機能的に大きな不足が
あるわけではないものの、サーバー環境の
運用負荷の高さも課題でした。将来的なビ
ジネスやニーズの変化に応えて新しいサー
ビスを創出しようとするならば、新しい技
術を積極的に活用できる環境が欠かせませ
ん。つまり、運用負荷が小さく、使い続ける
中で進化していくクラウドサービスのほう
が望ましいと考えたのです。
中根氏は、以前から Amazon.com の在庫
管理や需要予測の技術を耳にしており、同
様のテクノロジーを利用できる AWS にも
注目しました。島村楽器ではすでに一部の
システムで  AWS を活用しており、周辺
サービスや最先端技術が充実していること
も理解していました。時系列予測サービス 
Amazon Forecast に関してもすぐに試す
ことができ、ハンズオンビデオなどの情報
も多いことから、導入はすみやかに決定さ
れました。

2,100 アイテムの自動発注を実現
エンジニアでなくても内製可能

島村楽器では、Amazon Forecast を活用し
て約 5,000 アイテムの月次予測を算出、そ
のうち約 2,100 アイテムは自動発注まで
実現しています。商品回転率は、オンプレミ
スの需要予測ツールと同等レベルを維持。
欠品率はコロナ禍の供給が不安定な状況に
も関わらず 4 か月で 0.7 ポイントも改善
することができました。また、Amazon 
Forecast の導入により自動発注の対象商
品を 500 アイテム拡大することができ、結
果的に需要予測導入前と比較すると、人手
による発注を 50% 削減することができた
といいます。
以前のシステムでは目視で確認すべきポイ
ントも多く、取り扱うアイテム数の多いス
タッフには特に負担になっていました。
Amazon Forecast で自動化が拡大したこ
とで負荷が大幅に減り、チームの業務も改
善できました。他部門の発注業務を引き受
けられるほど、劇的な効果を発揮している
とのことです。
「私たちはまだ AWS に精通しているわけ
ではありませんが、それでも  Amazon 
Forecast を活用した発注自動化を実現す
ることができました。オンプレミスの需要
予測ツールやデータベースから何の問題も
なく移行して、現在も順調に稼働しており、
長年の業務改善プロジェクトを継続できて
います。AWS を使っている最中にどんどん
進化していくことにも感動しています」と
島村楽器 ロジスティクス課の青柳瑠美氏
は評価します。
実は Amazon Forecast のテスト中、青柳氏
は UI の煩雑さに悩んでおり、外部のベン
ダーに開発を依頼すべきかどうか検討して
いました。ところがアップデートで UI が
大幅に改善されて、問題なく利用できるよ
うになりました。同時に予測モデルも刷新
され、さらに精度の高い結果を得られるよ
うになりました。青柳氏は、この進化の速さ

に驚きました。
「カスタマイズをして作り込むことは今後
のアップデートなどでリスクとなりますか
ら、手を加えずそのままで使いたいとは
思っていましたので、とてもよかったです。
AWS は情報が豊富で動画解説なども多く、
私たちの質問にも的確に答えてくれます。
もともと内製化までは考えていなかったの
ですが、AWS の親身なサポートがあれば私
たちでも実現できると確信しました。その
結果、内製化によってコストの肥大化を抑
えられましたし、スピーディーに改善でき
るようにもなりました。今後は、この経験を
チームに広げて業務改革をさらに推進した
いと考えています」（青柳氏）

これからも AWS を活用し
データ主体のロジスティクスをさらに推進

島村楽器では、Amazon Forecast を活用し
た需要予測・自動発注システムを構築する
にあたり、あらためてデータに向き合って、
精細にチェックする機会を得ることができ
ました。勘に頼った属人的な発注業務から
解放され、高い品質のロジスティクスを実
現できるようになりました。将来的には、さ
まざまなデータを基にして在庫効率や発注
効率の効果そのものを検証し、さらなる改
善に役立てていく方針です。
「私たちロジスティクス部門は、今後もデー
タ主体の管理を目指して環境整備に取り組
みます。AWS は、Amazon API Gateway や 
Amazon QuickSight などの有用なサービ
スやセキュリティ機能が充実しており、幅
広い用途に活用できます。将来的には、物流
システム全体を AWS 上に展開することも
視野に入れています。AWS は、サービスや
機能の質問だけでなく、機械学習のスペ
シャリストにも定期的に相談する機会があ
り、高度なスキルを獲得できます。AWS の
サービスとサポートを上手に活用していき
たいと考えています」（中根氏）

島村楽器株式会社では、発注業務の自動化を目指して需要予測システムの構築に取
り組んでいました。また昨今のビジネス環境の急激な変化に対し、需要予測に加えて
将来的な変化に耐えうるプラットフォームの必要性を強く感じた同社は、アマゾン 
ウェブ サービス（AWS）および Amazon Forecast の活用を決定。ロジスティクス部
門の非エンジニアチームは、AWS の手厚いサポートを受けながら、内製によって需要
予測・自動発注システムを構築。欠品率の改善と業務効率の向上を実現し、さらなる
業務改革に向けて AWS の活用を推進しています。

ご利用中の主なサービス
●  Amazon Forecast
●  AWS Lambda
●  Amazon S3
●  Amazon EventBridge

ビジネスの課題
● 自動発注による業務効率の改善
● ビジネス環境の急激な変化によって需
要予測のニーズが急増

● オンプレミスツールの運用負荷と将来
性に不安

AWS を選択した理由
● 在庫管理や需要予測など幅広く利用で
きる機能

● 活用情報やハンズオン動画などが充実
● サポートが手厚く、非エンジニアでも内
製に自信

AWS 導入後の効果と今後の展開
● 需要予測の効果上昇、業務効率の向上
● アップデートで不安解消、完全内製化
を実現

● 物流システム全体の AWS 化を検討

お客様導入事例：小売
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島村楽器株式会社 執行役員 ロジスティクス部長　中根 成介 氏
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島村楽器株式会社
執行役員 ロジスティクス部長

中根 成介 氏

島村楽器株式会社
ロジスティクス課

青柳 瑠美 氏

カスタマープロフィール

島村楽器株式会社
● 設立： 1969 年 3 月（創業 1962 年 

1 月）
● 資本金： 1 億円
● 従業員数： 2,275 人（2021 年 2 月
現在)

● 事業内容：国内外各種楽器・音楽書
籍・音楽雑貨の販売、各種音楽教室・
ミュージックサロンの運営、練習スタジ
オの運営、音楽関連イベントの企画・制
作・運営、商品開発、技術サービス、音
響工事の設計・施工、各種楽器および
付属品のレンタル・リース、音楽教育シ
ステムの開発および運営指導


